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一般社団法人ＩＴＣ-Ｌａｂｏ．



11一般社団法人ＩＴＣ-Ｌａｂｏ．組織プロフィール

連絡先
〒550-0002 大阪市西区江戸堀2-1-1 江戸堀センタービル9F
TEL：06-6225-1347
ホームページ ：http://www.itc-labo.com
体制
代表理事：川端一輝／登録ITC138名
事業内容
経営改革・業務改革支援
ＣＳＲ・内部統制構築・リスクマネジメント支援
教育・研修
情報セキュリティ構築支援

ＩＴＣ－Ｌａｂｏ．は、経営、業務、ＩＴに精通した専門家集団です

シンボルマーク
ITC-Labo.のシンボルマークは円を三分割し
「Ｉ」と「人」を象っています。三分割され
た円は「我よし・客よし・世間よし」の
「三方よし」を、Ｉは「ITC」を、人は「人」
を大切にしたいという想いを表しています。

ITC-Labo.３つの信条（クレド）
愛と共感
お客さまと気持ちを共にし、お客さまのこれまでの努力

Our Credo
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情報セキュリティ構築支援

実績
◆ＩＴコーディネータキー組織として経済産業省、ＩＰＡ、
ＩＴコーディネータ協会から高い評価をいただく
◆中堅・中小企業の経営改革・業務改革支援の豊富な実績
◆情報セキュリティマネジメント構築支援
◆経営者研修、ＲＦＰ対応研修、情報セキュリティ研修
（民間、自治体、公的機関）など教育・研修を多数開催

に最大限の敬意を払い、共に一歩前進するための共感の土
台を築くこと。「イエス・アンド」からコミュニケーショ
ンは始まります。

倫理・品位・知性
倫理を重んじ、「いい会社とは」「企業価値とは」とい
うベースに照らして考え行動すること。社会人としてのマ
ナーや品性は言葉に先立って投げかけられるメッセージで
す。押し付けがましく冷たい知性ではなく、お客さまに
とって価値ある暖かい知性を磨くことが重要です。

科学の態度
独りよがりの経験則、まして感情で行動してはいけませ
ん。普遍性や論理性、世界のスタンダードとの整合性を意
識し、学ぶ姿勢を持ち続けましょう。仮説は堂々と主張し、
新しい事実の前には勇気をもって仮説を修正すること。公
正さと透明性が「科学の態度」のよりどころです。

沿革
2002年4月 ITコーディネータ組織(任意団体)として設立、同年6月、堺筋本町

に事務所開設
2003年3月 ITコーディネータ協会認定組織届出
2005年9月 有限責任事業組合（ＬＬＰ）を設立し事業執行体制を強化、関西

におけるＩＴコーディネータキー組織として中心的な役割を担う
2006年9月 ＣＳＲ（企業の社会的責任）、内部統制、リスクマネジメントの

考え方を取り入れた経営改革･業務改革サービスを開始
2009年7月 一般社団法人ITC-Labo.として営業開始（事業内容に変更なし）

http://www.itc


22ＩＴＣＩＴＣ--ＬａｂｏＬａｂｏ. . とと 樹樹 木木 医医

 木は成長する過程で、雨や風にさらされ
ます。あるいは急激な環境の変化につい
ていけず、勢いがなくなったり、病気に
なることもあります。健やかに成長する
ためには、水や栄養、光が必要です。組
織にも同じことが言えます。

 木の根は、木の潜在的な力です。根をし
っかりと張ることで、頑丈でしなやかな

私たちＩＴコーディネータは
組織にとって樹木医のような存在です。
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っかりと張ることで、頑丈でしなやかな
幹、すなわち体制を形成します。もっと
鮮やかな緑を、美しい花を、豊かな果実
をと願うとき、さまざまな課題が出てき
ます。もしかしたら、幹や葉が病気にな
っていたり、水や光、栄養が不足してい
るのかも知れません。原因を探り、さま
ざまな課題の解決策を見つけ出します。

 ITC-Labo.では、組織が潜在的に持って
いる資源や力を引き出すことから始めま
す。そして様々な経営課題に対して、最
適な解決策を見つけ出し、お客様と共に
歩み目標を達成します。
私たちの知識と知恵を、組織の成長に役
立ててください

一般社団法人ITC-Labo.

代表理事 川端一輝



33ＩＴコーディネータ･ＩＴＣ-Ｌａｂｏ．が果たしてきた役割

企業の経営･業務改革、ＩＴの企画から構築･運用の支援、自治体の行政改革･ＩＴの支援

経営

業務プロセス

取引先

株主
社会

顧客

従業員

行政

原課業務手続

国
都道府県

議会
社会

住民

職員

中堅･中小
企業

自治体
（市町村）

経営課題の解決

現場業務改革

ＩＴ企画･調達

ＩＴ構築

継
続
的
改
革

業務･ＩＴ運用

行政課題の解決

原課業務改革

ＩＴ企画･調達

ＩＴ構築

継
続
的
改
革

業務･ＩＴ運用

ＩＴが業務プロセス(原課業務手続)を支え、業務が経営(行政)を支えかつステークホルダー満足を提供することを
認識し、上流フェーズだけでなくＩＴの企画、調達、構築、運用まで現場に根ざした支援をすることが基本姿勢
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強力なネットワーク

顧客企業･自治体
のパワーを引き出す

専門家連携
NPO,LLP経営者
会計士、税理士
診断士
・・・

中央省庁
経済産業省
厚生労働省
総務省
・・・

ＩＴメーカー
ＩＴベンダ

一般企業

ＩＴコーディネータ
協会

公的機関
金融機関

ＩＴ

企業内ITC連携

企業･自治体システム開発連携

ITソリューション協業
日本政策金融公庫、民間金融機関

IPA、JISA、KISA、KIIS、・・・

商工会議所･商工会、全国中央会、・・・

医療機器メーカー連携

ＩＴ
企業 （市町村）業務･ＩＴ運用 業務･ＩＴ運用

■経営改革・業務改革/改善支援実績
■顧客、取引先、従業員満足を
可能な限り実現する検討･調整力
■ITC-Labo.のＩＴコーディネータ
は経営だけでなく深いＩＴスキル
と構築ノウハウを持ち合せた人材

■業務システム、ＤＢ、ＢＩ（情報分
析･活用）、ネットワーク、情報セ
キュリティなど幅広いＩＴスキル

■ＩＴベンダを尊重しながらも
コストパフォーマンスの高い
ＩＴを導入し運用するための支援



44４つの合意形成－最も重要なこと

目標

する

する
する

熱
意

１．目標

２．・・・である 現状の事業環境認識

３．・・・べき 目標達成に欠かせない成功要因

CSF：Critical Success Factor
４．・・・する アクションプラン（実施計画）

＋

４つの合意形成

先ず『 ３つの成功条件』（①目標が明確②きちんと現状認識③熱意･情熱の持続）そして『４つの合意形成』
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べき

べき
する

する

する

する

する

熱
意
・
情
熱

４つの合意形成が最も重要です。

ＩＴコーディネータはお客様企業の合意形成を、ベス
トプラクティス、事例、経験、理論（メソッド）を背景
にご支援します。

べき

である（環境認識）

する

する

する

●達成度合いの把握→測定可能な指標の設定

KPI:Key Performance Indicator

＋達成度？？
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自治体向け
支援の木

企業向け
支援の木

ＩＴベンダ向け
支援の木

支援サービス内容支援サービス内容

事
業
戦
略
策
定

業
務

Ｉ
Ｔ

経営者
研修

Webマーケ
ネット活用

経
営(

行
政)

原
課
業
務
改
革

情報政策
研修

（予定）

地
域
情
報
化
計
画

事
業
戦
略
策
定

経営者
研修

提案力
強化
研修

ＩＴベンダの経
営者･管理職
向け
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業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革

Ｉ
Ｔ
企
画

Ｒ
Ｆ
Ｐ
策
定

提
案
評
価･

選
定

情報
セキュリティ

システム
開発･導入

ＩＴ経営

アドバイザー

業
務

Ｉ
Ｔ

原
課
業
務
改
革

Ｉ
Ｔ
企
画

Ｒ
Ｆ
Ｐ
策
定

提
案
評
価･

選
定

情報
セキュリティ

システム
開発･導入

ＩＴ行政

アドバイザー

業
務
プ
ロ
セ
ス
改
革

Ｉ
Ｔ
企
画

研修

ＩＴベンダの
営業･ＳＥ向け

ＩＴベンダ自身の
経営・業務改革
の支援

ＩＴ経営

パートナー

業務･ＩＴ
現状分析

業務･ＩＴ
現状分析

BCP
BCM

BCP
BCM


